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Ⅰ 研究の概要 

１ 研究主題 

考える力を育てる算数指導法の研究 

～自分の考えをふり返る活動を通して～ 

２ 研究主題設定の理由 

（１）学校教育目標との関わりから 

 

 

 

 

 

（２）前年度の研究から 

   前年度の研究において、授業研究部では、ノート指導を充実させ、授業の中で児童が自分の考えを表現する

ことができるような学習の展開を実践してきた。環境整備部では、算数の学習の流れが児童に理解できるよう

に掲示物を工夫し、算数の授業に対する児童のアンケート調査などを行ってきた。 

  その結果、児童は、学習の流れがわかるように自分の考えをノートに表現できるようになってきた。低学年

では、ブロックやテープ図などを使って自分の考えを表現しようとする児童が多くなってきた。中、高学年で

は、図と式と言葉をもとに考えを表現できる児童が増えてきた。 

  今年度は、さらに、算数の授業の中で児童に「何を考えさせたいのか。」「何を表現させたいのか。」を明確

にして、授業に取り組むことが必要となってくる。そのためには、教師一人一人の教材研究を通した指導力の

向上が求められている。 

 

（３）表現する能力を育てることの重要性 

 表現することには，「表すことや書くこと」と「読みとる」ことの両面が含まれるべきである。また、表現

することと考えることは，深いかかわりを持っている。考えたことは表現することによって整理される。また、

そこから新たなことに気づく機会が生まれる。 

  これらのことからも、算数の授業の中で自分の考えを表現する場を意図的に取り入れていく必要がある。   

 

３ 研究のねらいと仮説 

（１）研究のねらい 

児童が算数のよさに気づき、自ら考える力を育てることができる指導を明らかにする。 

（２）仮説 

児童が自分の考え方を振り返り、自分の考え方を数学的に表現する活動を行えば、算数のよさに気づき

自ら考えることができる。 

 

４ 研究主題への迫り方（手立て） 

 （１）授業研究を通して効果的な指導法を研究する。 

   ・児童のノートと教師の板書の関係を明らかにし、1 時間の学習の流れを黒板とノートからふり返る

ことができるようにする。 

   ・学年の実態に応じて、自分の考えを表現する手立てを工夫していく。 

 （２）年間指導計画と 1 単位時間の活動内容を見直す。 

   ・１単元の指導計画をノートと板書にまとめ、児童が自分の考えを表現できるように工夫する。 

 （３）アンケートの実施 

・日本国憲法 

・教育基本法 

・学校教育法 

・学習指導要領 

・埼玉県指導の重点・努力点 

・深谷市教育ビジョン 

学校教育目標 

○学ぶ力のある子 

 

○心の豊な子 

 

○たくましく生きる子 

めざす児童像 

○既習事項を活用し、試行錯誤を繰り返

しながら自らの考え方を導き出してい

くことができる児童 

○自分の考えをふり返り、表現すること

ができる児童 
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５ 研究の組織 

 

６ 研究構想図 

 

  
学校教育目標 

学ぶ力のある子  心の豊かな子 たくましく生きる子 

研究主題 

考える力を育てる算数指導法の研究 

～自分の考えをふり返る活動を通して～ 

 

めざす子ども像 

・自分の考えをノートに書ける子 

・ノートで学習をふり返れる子 

・ノートを大切にできる子 

児童の実態 

・自分の考えが書けない 

・式と答だけで満足している 

・説明することがにがて 

研究の仮説 

児童が自分の考え方を振り返り、自分の考え方を数学的に表現する活動を

行えば、算数のよさに気づき自ら考えることができる。 

○考えを表現する方法

を工夫する 

・４コマ説明 

・穴埋めまとめ 

・キーワードまとめ 

○学習の流れがわかる

ノートの書き方を工

夫する 

・学年に応じたノートの

書き方 など 

○板書をもとにした１

単位時間の指導計画

の作成 

・学習課題の明確化 

・板書とノートの関係性 

児童に算数のよさを気づかせるための、教材研究の重要性 

校 長 

教 頭 

職 員 会 議 

研究推進委員会 

（校長、教頭、教務主任、研究主任、各部会代表） 

全体による研究・研修会 

【授業研究部】 

・児童のノートと板書を中心とした

学習指導案の作成 

・自分の考えを表現するための指導

法の研究 

・板書とノートをもとにした指導計

画の作成 

【環境整備部】 

・各学年に応じたノートの書き方の

作成 

・授業で使える発表ボードの作成 

・アンケート調査・実態調査の実施 

・保護者への啓発 

・ＩＣＴの効果的な活用法 

ブロック会 

（低）（中）（高） 


